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希生するすべての子どもがグ費 (え期接種)でワクチン接種
がえけられる制度の率立について (妥笙)

子防接種 で防 ぐことがで きる病 気 (VPD:Vaccine
Preventable Diseases)の ワクチンの多くは、海外においてはた

期接種として行われているのにもかかわらず、わが国では、H
ib(イ ンフルェンザ菌 b型 )、 `1ヽ

児用肺え球菌、HPV(ヒ ト
パピローマウイルス)、 B型肝え、水痕 (水ぼうそう)、 流行性
千下凛史 (お たS、 くかぜ)な どのワクチンは任意接種であり、
日本の子防接種政策は世界から大きく遅れているのが実情です。

日本医師会と予防接種拳進キ『1協議会は、子防接種で防ぐこ

とができる病気から子どもたちを救 うために、予防接種キャン
ペーンを実施 し、署名活動を展開いたしました。
その結果、269万 9,019名 もの国民の普様からの贅同の署名
が集まりました。

今般、補正予算に「子宦頸がん等ワクチン接種繁恙促造臨時

特例え付金」が盛りたまれ、れたちが希望したワクチンのうち、

子宦頸がん予防ワクチン、Hibワ クチン、′1ヽ児用肺史球菌ワ
クチン接種に対するグ費負担が実現 したことは大変与ばしいこ

とではありますが、これらは恒久的に実施:さ れるべきものです。

また、今回の補正予算の対象とならなかったB型肝え、水痘
(水ぼうそう)、 流行性斗下腺史 (お た』、くかぜ)ワ クチンにつ
いても、貧費によるた期接種として行われるべきと考えていま

す。

子F/t接種法を友工し、地域間や経済的格差なく、希望するす
べての子どもがグ費 (た期接種)でワクチン接種をえけられる
制度の実現は、多くの国民のオネでもあります。



ここに、269万 9,019名 の国民とともに、わが国におけるワ
クチン接種が早急にグ費負担 (え期接種)と なりますことを強
く妥生いたします。
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